
1

お客様情報誌

編集・発行　企画営業統括本部　営業推進部Network 2026.01

Vol.101

アイシーエスは創立60周年を迎えます
アイシーエスは本年（2026年）９月１日をもって創立60周年を迎えます。

アイシーエスは、昭和41年（1966年）の創立以来、情報産業が情報処理の時代から、ネッ

トワーク化とクラウド時代へと変遷していく過程の中で、自治体業務や医療などの各分

野で専門的な業務知識を活かしながら、情報社会の進展に努力してまいりました。

今や、ITはAI技術の進化により、AIが支援するイノベーションプロセスの構築まで

求められており、お客様のニーズも大きく変化し、情報産業は、データ駆動型社会にお

ける主要な役割を担うまで発展をしてきています。

その中で、アイシーエスは岩手県のみならず全国で、多くのお客様にご愛顧いただけるまでに発展成長することが

できました。このことは、ひとえにお客様の永年にわたるご愛顧とご指導、株主の皆様方のご支援、さらにはメーカー

各社からのご教示の賜物と、衷心より厚く御礼を申し上げます。

また、創業期から多くの艱難辛苦を乗り越え、今日を築きあげた諸先輩はじめ社員各位のたゆまぬ努力と多大なご

苦労に対し、心から敬意と感謝を申し上げます。

アイシーエスは、60周年を機に未来を予測し、更に「お客様本位」の基本理念のもとに、満足していただける品質

の良い製品の開発とサービスを提供し続け、皆様と固い信頼関係を構築するとともに、新技術を基礎に、より良い暮

らしの形成に寄与していけるよう、社員一丸となって努力すべく決意を新たにしているところであります。

最後になりましたが、皆々様の益々のご健勝をお祈り申し上げますとともに、今後とも一層のご支援、ご指導を賜

りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長　法貴　敬

10月８日・９日の２日間にわたり開催された「地方自治情報化推進フェア2025」に多数のご来場を賜り、誠にあり

がとうございました。

今回は市町村のほかに都道府県のお客様にも数多くご来場いただき、

市町村向けソリューションのみならず、都道府県向けソリューションも

紹介する機会をいただきました。スタッフの説明を熱心にお聞きくださ

り、また、抱えられている課題のご相談をいただくなど、皆様のニーズ

を直に伺う大変貴重な機会でした。

アイシーエスは、皆様のご期待にお応えし、より一層の自治体DX推

進に貢献できるよう努めてまいります。

地方自治情報化推進フェア2025に出展しました
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新年あけましておめでとうございます。

令和８年の干支の「丙午（ひのえうま）」

は、「強い意志、情熱、エネルギー」を

象徴します。力強く勢いに乗り、皆様が

成長と飛躍を遂げる１年になりますこと

をお祈りいたします。本年もよろしくお

願いいたします。

次号Networkは４月発行予定です。

編集後記

11月21日、入社５年目の技術職社員を対象とする技術論文発表会が開催され
ました。
４月に発表会への取り組みがスタートし、技術論文の書き方研修の受講、論
文の執筆、プレゼンテーション研修の受講など、発表者は半年以上をかけて準
備をしてきました。上司や先輩社員から助言や鋭い指導を受けながらリハーサ
ルを重ね、より良いプレゼンテーションとなるよう本番前日まで努力する姿が
みられました。
発表会当日は、緊張しつつも堂々とした発表をすることが出来ました。
論文発表の取り組みを通して、自分達が担ってきた業務について、様々な面

から考察できたことは、とても貴重な機会となりました。今回の経験を活かし、
より一層知識や技術の習得に励み、研鑽に努めてまいります。

技術論文発表会開催

季節の皮膚トラブル季節の皮膚トラブル

冬になると皮膚が乾燥してかゆくなるとい
うのは、年齢を重ねるごとに多くの人が経験
します。

皮膚の潤いを保って乾燥を防ぐ機能が年齢とともに低下すると、皮
膚の水分や脂分が減り、カサカサとけば立ったような状態になります。
これがいわゆる乾燥肌です。冬は空気が乾燥し、室内では暖房によっ
て湿度が低くなりますので皮膚の水分が蒸発しやすくなります。また、
家事にお湯を使うことで脂分が保ちにくくなります。
対策としては、こまめに保湿剤を塗るのがお勧めです。また、入浴

時はナイロンタオル等で体を強くこすったり、熱いお湯に長湯したり
しないよう気を付け、入浴後は５分以内を目標に全身に保湿剤を塗り
ましょう。
乾燥が悪化して炎症が起こってブツブツやグジュグジュがある場
合には、皮膚科の受診が必要です。また、室内で暖房器具を使う際に
は加湿器を使って湿度を保つと良いでしょう。
水仕事を多くする人は手湿疹にも注意が必要です。手湿疹では、手

の皮膚が乾燥することでかゆみや水膨れ、湿疹などが現れます。アレ
ルギーの原因物質が手に触れることでも起こります。これは保湿剤だ
けでは改善しないので、皮膚科を受診します。水仕事の際には手袋を
使用したり、こまめに保湿剤を塗るなどの予防も大切です。

－ 冬の乾燥 －

保湿剤いろいろ
白色ワセリン

油分が豊富で、皮膚の表面を覆う皮脂
膜を補強します。

尿素軟膏

皮膚の水分を保つ作用があります。皮
膚が切れたりしているとしみることが
あります。

ヘパリン類似物質を含む軟膏／クリーム

皮膚の水分を保つ作用があります。刺
激が少なく、手湿疹がある人にも使え
ます。

セラミドを補うクリームなど

角質細胞の層の間を埋めている脂を補
強します。

使い心地や塗る部位によって使い分け、
十分な量を塗りましょう。

サピー サピナサピコ


